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農
機
国
際
規
格
の
終
開
催

Ｂ‐
ＵＳ
Ｓ。
ゃ
機
能
安
全
規
格
な
ど
紹
介

側
ブ
ィ
ッ
ツ
＝
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５
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＝
は
・７
日
、

農
業
機
械
の
国

際
規
格
適
合
に
関
す
る
無
料

セ
ミ
ナ
ー

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

Ｓ
＆
機
能
安
全
２
５
１
１

９
」
を
Ｔ
Ｋ
Ｐ
札
幌
駅
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

で
開

催
し
た

（写
真
）
。

同
社
は
車
載
制
御
等
の
組

込
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
開
発
を
行

う
企
業
で
現
在
、

同
社
グ
ル

ー
プ
を
中
核
に
吉
小
牧
高
専

や
北
大
、

は
こ
だ
て
未

来
大
学
と
共
に
経
産
省

の
戦
略
的
基
盤
技
術
高

度
化
支
援
事
業
（平
成

２６
～
２８
年
）
に
於
い
て

「
農
業
機
械
の
さ
ら
な

る
高
度
化
と
海
外
進
出

に
資
す
る
次
世
代
電
子

制
御
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
基

盤
の
開
発
」
を
行

っ
て

い
る
。

農
業
機
械
通
信

規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
■
■
７
８
３
や

農
機
向
け
の
機
能
安
全
規
格

Ｉ
Ｓ
０
２
５
■
■
９
に
対
応

し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
電
子

制
御
化

・
営
農
管
理
シ
ス
テ

ム
と
の
連
携

・
安
全
性
を
確

保
か
つ
低
コ
ス
ト
化
し
た
農

機
向
け
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

の
開
発
や
次
世
代
向
け
要
素

技
術
の
研
究
開
発
を
行

っ
て

お
り
、

今
回
は
そ
れ
に
関
連

し
た
基
本
概
念
や
国
際
規
格

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
も
の
。

冒
頭
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

務
め
る
中
央
農
研
の
元
林
浩

太
主
任
研
究
員
が
挨
拶
し

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
‐
Ｂ
Ｕ
Ｓ
は
、

国
内

外
で
導
入
が
進
み
拡
大
し
て

い
る
規
格
。　

一
方
、

機
能
安

全
は
、

お
そ
ら
く
近
い
将
来

こ
れ
に
対
応
し
な
い
と
売
れ

な
く
時
代
が
必
ず
来
る
そ
う

で
海
外
の
主
カ
メ
ー

カ
ー
は

対
応
に
向
け
て
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
る
。

国
内
で
の
こ

う
し
た
取
組
は
心
強
い
。

標

準
化
に
則

っ
た
開
発
は
競
争

力
強
化
に
緊
が
る
と
信
じ
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て

「乗
り
遅
れ
る
な

Ｈ
作
業
機
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ

対
応
で
制
御
の
高
度
化
と
農

業
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
を
実

現
」
と
題
し
同
社
先
端
技
術

部
の
和
国
学
所
長
が
講
演
し

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
は
、

各
社

の
協
力
の
下
、ィ機

能
で
重
複

す
る
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
連
携
し
て
構
築
し
た
上

に
標
準
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
仕

様
が
定
ま
れ
ば
、

相
互
的
組

み
合
わ
せ
が
可
能
と
な
り
、

各
社
は
機
能
な
ど
の
部
分
に

特
化
し
た
開
発
で
競
争
す
る

方
向
に
あ
る
。

日
本
固
有
の

使
い
方
な
ど
に
つ
い
て
Ａ
Ｅ

Ｆ
な
ど
で
声
を
上
げ
る
べ

き
。

そ
の
為
に
は
企
業
の
垣

根
を
超
え
て
協
力
で
き
る
部

分
は
協
力
す
べ
き
」
と
述
べ

た
。続

い
て

「国
際
的
に
当
た

り
前
に
な
り
つ
つ
あ
る
機
能

安
全
と
は
？
」
に
つ
い
て
側

ア
ト
リ
エ
の
水
口
大
知
氏
が

講
演
し

「機
能
安
全
と
は
、

あ
る
機
能
に
よ
リ
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
安
全
機
能
と
、

そ

う
し
た
機
能
が
定
め
ら
れ
た

期
間
や
全
て
の
定
め
ら
れ
た

条
件
下
で
、

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
故
障
や

設
計
ミ
ス
等
を
回
避
し
、

規

定
の
安
全
機
能
が
働
く
か
の

水
準
（Ｓ
Ｉ
Ｌ
■
～
４
）
で
規

定
さ
れ
る
安
全
度
か
ら
成

る
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（リ
ス
ク
分
析
）
や
安
全
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
（企
画
か
ら
廃

棄
ま
で
の
安
全
確
保
）
を
行

い
リ
ス
ク
低
減
を
行
う
の
は

必
須
だ
。

そ
の
中
で
自
己
診

断
不
能
な
危
険
な
状
態
に
お

け
る
故
障
を
無
く
す
」
な
ど

と
し
た
。

そ
の
後
の
講
演
で
は
Ｉ

Ｓ
０
２
５
１
■
９
の
対
象

と
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
や
自

走
式

の
乗
用
機
械
、

搭
載

／
半
搭
載
／
牽
引
さ
れ
る

機
械
、

地
方
自
治
体
で
使

用
す
る
機
器
で
、

ハ
ー
ド

ウ

ェ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア

の
機
能
安
全
規
格
で
あ
る

こ
と
や
、

規
格

の
説
明
。

そ
し
て
高
度
化
支
援
事
業

を
説
明
し
会
は
終
了
し
た
。


